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現代韓国の円仏教の人々の祈りと暮らし
一全羅北道<益山市新龍洞>の‘四J恩'信仰と日常生活の事例を中心に-
曹起虎※
はじめに
韓国は多宗教社会lで、ある O 斡ー国には数多くの宗教が存在し、さらに少なくない民間信仰がそ
れぞれ、布教・伝道・教化の活動を自由にすることができる環境が与えられている。そのなか
で、いわゆる韓国の四大宗教と呼ばれている新宗教ないし新しい仏教としての円仏教2は、韓国
の国内だけではなくて、地球上の六大洲にかけて教化活動を活発に展開している。円仏教は、
一円相 iOJを宇宙の真理として信仰して、修行する宗教である。したがって、円仏教の教え
どおり祈りながら暮している人々はほかならぬ‘円仏教人'あるいは‘円仏教教徒'であると
いえよう D 本論文では、その人々の祈りと暮らしを民俗学的な研究方法によって、笑|際的に探
っていきたい。
一般的に宗教は、既成宗教・新宗教・民間信仰などに分類されるが、そのうち、民間信仰を
除いて本格的な‘高等宗教'といわれる既成宗教や新宗教などは諮問~とした教祖と教:cwと教団
をもっているのが普通である O 本論文の事例は今日の韓国の全縦北道益L1Jrl'j新能洞の‘Pl仏教'
である O 円仏教は韓国の新宗教であり、教祖:Jと教活!4と教|王15をもっている。フィールド制査によ
って研究する価値は充分であるといえよう O
ここで筆者は、宗教の定義や成立条件について簡i裂に述べたい。宗教とは、一定の思想・実
践・組織を必要とし、ひいては人間生活における当事者の窮極的な挫折からの救済と人生の窮
極的な意味づけの根拠を与える機能を果たすものであると筆者は考えている。韓国の新しい仏
教といえる円仏教が一番多く密集している全羅北道‘益UJ市新龍洞'という地域の事例からみ
た現代韓国の円仏教の人々の祈りと暮らしをありのままに見て、ひいては、筆者自身が直接体
験したことを重点的に生かして執筆することを本論文の冒頭を通して明らかにしておきたい。
筆者は、現代韓国の全羅北道‘益山市新龍洞'という村-落を中心とした「現代韓国の円仏教の
人々の祈りと暮らしjを‘四恩'信仰・日常生活の事例から民俗学的な立場で探ってみたいと思
つD
この論文の研究方法は、筆者は円仏教の一人の教役者として勤務しているので、さまざまな
円仏教の経典を参考にしながら、フィールド調査を行ない、なるべく地図や写真や図などを添
附するつもりである。
※神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科博士後期諜程
第1節 円仏教とは何か
l. 円仏教の創立過程
朴重彬(パクジュンピン、 1891~ 1943) 6によって創設された円仏教において、彼は「少太山
(ソテサン)大宗師7Jと呼ばれている O
少太山大宗師は、 1891年5月5日、韓半島の西南部の全羅南道霊光郡白UIlE面吉龍里霊村 8とい
う山・農・漁村ーで、平凡な農民の子として生まれた(写真1-A，B)。少太山は、 7才の頃から宇
宙と自然、の様々な現象と人間の生老病死などを疑問視した90 彼の疑いは、大自然、に対する疑い
から人間周囲の一つ一つがすべて疑問の的であり、自分の存在に対して、又は対人関係にまで
拡張した。また少太山は11才の時、先祖の祭肥のため親たちにつれられてお墓にいったことがあ
るO そのH寺、山神の神霊な威力と権能について聞かされた。そこで、山の神だったら自分の疑
問を聞いてくださるだろうと思った。毎日周辺の一番高い|北の頂上に登り、 L!の神に逢えるよ
うにと 4年間祈りを続けた O 雨の日も、風の日も、雪の日も、一日も欠くことなく懸命に祈っ
たが、結局、 UJの村lには逢えず、日増しに彼の疑問は深まるばかりであった。
16才になったある日、道士]0にはf#能があるとのことを開いて、“山の神は無形の存在だから
逢えなくても、道士だったら人間だから逢えるだろう"と思い、 6年間道士を探し求めたが、そ
れらしい人には逢えなかった O もし道士ではなかろうかと思われる人がいれば、自分の家に招
いて何かと聞かせてもらうために何日も留めながら熱中してみたが、無駄で、あった口そこで、
少太山は、“この切ないl顕いをどうして叶えようか"と念じているところに、自分をもっとも理
解し協力してくれた父親が亡くなった。彼は天地が崩れるような気がしたD
しかし、どんな方法でも宇宙の理を知りたいという願いは一刻一刻深まるばかりであったが、
それを果たす方法はなかった。この疑いをどうすればいいのかと夢中になって考えることが24才
まで続いた。 25才の時に、“この願いをいかにせぬ?"という考えすら忘れて起居動作や食生活す
ら分別できない頓忘の境に落ち入ってしまった]]。ところが、 1916年4月28日、夜が更ける前、に
わかに精神がすっきりとさわやかになり、今までになかった晴朗な気運が生じて、ふとある考
えが心の中に沸き上がってきた O そして、今までの疑いが皆解きはれてきて宇宙の理も考えて
みればその度毎にすべてが悉く分かるようになった。これが即ち、少太山が大党を成し遂げた
Ijiみなのである O 結局、少太山は、 20年間一貫して求道生活を続け、ついに宇宙の真理を悟った
のである(写真2-A，B)。
これを円仏教では少太山の大党であるというが、この大覚を成した少太山の自に映った世の
様子は、物質を善用すべき人々の精神の力が弱くなり、物質の奴隷となった生活、つまり本末
類例のものであった。一方、円仏教においては、少太山が大覚を成した西紀1916年を‘円紀元
年山と呼んでいる。
ここで、少太山は、苦海:の中で苦しんでいる人類を楽園の世界に導く大きい会上として、円
仏教の教門を開いたわけである O 最初9人の弟子を得て、虚礼廃止・迷信打破・勤倹節約・防堰
工事などの静かな革命を断行し、先覚者として民衆の未来に希望を与えたのである。
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それ以後、少太山は円仏教の教理!と<<Jlj度を草案し、全羅北道益山市1:1新龍洞に教化の中心地であ
る中央本部を建立し(写真 3)、‘専務出身1-1' の共同生活(写真4-A，B，C，O) を初めとする本格
的な教化活動を行っている O
一円相の真理を悟った少太山には、多くの弟子たちが集まってきた。少太山はその中から信
心深い9人を選び、新しい会上の模範弟子とし、新時代の宗教として教門を開いたD 少太山は、 9
人の弟子とともに、 1917年に貯蓄組合を設立して資金を集め、翌年には、長い間捨てられた干潟
を埋め立て、水田を作る防堰工事を断行し、新しい円仏教教団の経済の基礎を築いた O つづい
て1919il三には血心のこもった特別なお祈りをあげた O
1919年は日帝の植民地時代の下で一番激しい独立運動のあったH寺矧であり、社会・国家は生活
の安定を失い、国民は塗炭の苦しみに陥っていた O 日帝に抵抗するより、むしろ“特別j祈祷"
をあげたほうが世間を救うためのやるべきことであったといえよう O 当時、少太山は、 9人弟子
に“その烈々な精神力を持ってこの世のために貢献する奉公人になれ"と教えた。その結果、
円仏教側の説明は、白指血印の異践が現われ、真理界の認証を得たという O
一方、この境地は他の表現では‘普天祈祷の運動'とも呼ばれる O これは]919年、少太山によ
って行われた精神文明の拡張運動であり、当時は韓国において‘独立運動'が非常に激しかっ
た時期であったが、少太山は無我奉公の大犠牲の柄拘11力を強調し、“1!~1 人からみても社会・国家
においても生活の安定を失い、国民は塗炭の苦しみに落ちいっているので、世間を救うことを
目的にしている我々は、まず自身を犠牲にしてでも誠心誠意をこめて天地に祈り、天意を感動
させて、天地とともにその徳を一つにすれば万事が思うままに成功するはずだ"と故後には命
までも犠牲にする悲壮な決意を立てて3ヶ月間にわたる祈祷をおこなった。少太UJは、弟子たち
のこの‘死無余恨'なる大犠牲心を認めて、“その熱烈な精神力を持ってこの世のために貢献す
る奉公人になれ"と教えた。 9人の弟子は、祈祷の場所を各々別にして、山一l峰ずつの山頂を定
めたので、その距離は1kmから6kmまでもあった。この‘誓天祈祷の運動15' は、当時、利己主
義・個人主義に溢れていた人間の狭い志を換えて大我主義-全世界主義など厚徳な心をもたせ
る一大精神革命の運動になったのであった O これによって、いよいよ「白指血印の異蹟jができ
たわけで、ある D 同年10月、少太山は、全羅北道の扶安の辺山の蓬莱精舎で真理に基づいて時代に
相応する円仏教の教理16を制定した(写真 5)。
少太山は、円仏教の基本経典である『仏教正典jをはじめ、各種教書(写真6-A，B) を編纂
する一方、全羅北道託山市新m~?同に中央本部を建立し、「仏法研究会l 'i J という臨時教名をもって
世の中に広く宣布した。そして本格的な教化活動を展開した。にもかかわらず、当時の巡査18に
よって、たびたび監視されることはあったが、 1949年には円仏教教団の基本経典である{仏教正
典jを発行した。ここには少太山の一生の抱負と経論の大要が表現されていると弟子たちに言
った O この『仏教正典Jには、人道上の正当な道と宗教的な人格修練の方法が示されている O
この本の発行には、教祖である少太山自身が直接‘基本経典'を編纂したことに重大な意味が
あるが、 f仏教正典jの前に‘仏教'という単語を入れたのは、日本の弾圧などが激しかったた
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めである。‘新しい宗教'としての出発は、その弾圧がさらに激しくなる可能性があったからで
あるというのが円仏教側の説明であるo
結局少太山は、日帝の植民地時代に新しい円仏教教団の基礎を作り、‘解放'の直前である
1943年6月1日、 52才をもって大浬繋を現わした。したがって、少太山は、大覚の後で、 28年間の
教化活動を展開したわけであった(写真 7-A，s)。
2. 円仏教の教理のあらすじ
円仏教の教祖である少太山は、 1916年4月28日、 20年間一貰して求道生活を続け、ついに宇宙
の真理を悟った。大覚を成した少太山は、苦海の中で苦しんでいる人類を楽園の世界に導くた
めに、円仏教の教門を開いたことについては前述したとおりである O
円仏教は一円相の真理を信仰している o rOJと象徴される法身仏一円相(写真8)は、存在
するあらゆる万物(森羅万象)の故郷であり、あらゆる生命体の本来の心であり、あらゆる聖
者の悟った心を現わしている。それゆえに、この一円相の真理を離れて存在するものは何もな
いと思い、 1937年からは自ら大覚した一円相の真理を中心に教徒たちに信仰と修行に励むように
勧めて、一円の宗旨を確立した (写真 9-A，B)。
このような一円相の真理を信仰するために、円仏教の教徒たちは他に仏像と仏供の対象を求
めない。法身仏一円相を信仰する敬畏の心により、今現在行っていること、会っている人、接
するものをすべて仏と見て、それぞれに仏供をするわけである O
さらに、一円相はあらゆる聖者の悟った心であるので、一円相を信仰する円仏教の教徒は他
宗教や思想をも広く受容する。円仏教の修行とは、自分のなかに本来保っている一円相のよう
な円満で欠けたところのない心を発見し、その心を養い、身心を円満で、公正に使用することを
目的とする。
なお、中心的な教理というなら、四思(写真10、天地恩・父母恩・同胞思・法律恩)、四要
(自力養成・知者本位・他子女教育・公道者崇拝)、三学(精神修養-事理研究・作業取捨)、八
条(信・念・疑・誠・不信・食慾・慨・愚)などがあるといえよう O
3. 円仏教の分布と教勢
1)韓国国内の場合
少太山の浬繋により宗通を継承して宗法師の大任を受けた後継者は、首弟子である鼎山(ジ
ョンサン)宗師(宋室、 1900~1962) 19である O 鼎山は幼い時から求道に志をもって努力し、 17
チョンウ yクン 77へ'}
才のときに師を求めるために全羅道へ赴き、全羅北道井邑郡花海里で少太山の迎えをうけて円
仏教に帰依した。鼎山は、大任を受けてから1945年8月15日、解放の光復(終戦)までの約2年間、
教団を解散するか‘皇道仏教20' になるかという日本の弾圧下で辛いことが多かったが、良く我
慢して行く中に解放を向かえたわけである。
鼎山は光復の後に日本・中国・満洲など各地から帰国する戦災同胞を救護するために、ソウ
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ル・主E1R・釜山などで‘戦災同Jl包救護事業'を行いながら[建国論21jを著述して、韓民族22と
国家の進むべき希望の道を提示した。また鼎山は、|踊H寺教名であった「仏法研究会Jを正式教名
である「円仏教」に代えた。
なおM1f山は、 ITJ光大学(校) (写真11)23を初めとする各種の教育機関を設け、さらに新しい
教団の発展の基礎を作った。 1962年l月24日、 62才をもって出繋した(写真12-A，I3)。
mf山の後は、大山(デサン)宗sil (金大挙、 1914‘~1998)が宗法師に選ばれ、 IJj仏教の|三大
事業jである教化・教育・慈善の活動に尽し、教団の発展に内室をWjする一方、海外教化をも活
発に展開した O 特に、「世界平和のための三大運動Jである心11，ヰ発2-1・世界共同市場開拓2:)・宗
教連合2Gなどを提唱し、一つの世界作りに尽してきた(写真13)0 
大山宗仰の後の第4代宗法自liに左UJ(ゾァサン)宗自ij (李rt 浄、 1936~)が、第5代宗法nmにお1・
UJ (キヨンサン)宗nil (張応哲、 1940~)が、 j古代宗法削iの志を継示して教13'1の各分tl!I'の発展を
成し遂げているド支I;{~である O
一方、円仏教には、いくつの型地27があるついわゆる円仏教仁j:J央本部も‘話山型地'と呼ばれ
ている O 仁jJ 央本音I~ は事例地域である全総北道益山市新能 71可に位置し、教化と行政の中心地とし
てあらゆる教徒の心の故郷、信仰の括広三となっている。教IRが国内に12ヶ所、海外に5ヶ所あり、
全国には500余ヶ所の教堂と機関などがある O 特に、事例地域である全線北道益山市(j也|玄I1 -
A，s) には、いわゆる中央教区があり、その下に40余ヶ所の1]仏教教堂と円仏教と関連される機
関がある O 機関は、教育・訓練・慈善-福祉・薬業・学術・産業機関などあらゆる分野に設立
され、各々の役割を果たしている O
事例地域である全経北道益山市には、前述したように、円仏教の設立した綜合大学で、ある円
光大学校をはじめ、円仏教大学院大学校など4ヵ所の大学があり、 Pl光仁11学校など5ヵ所の1::1・高
校と150余ヵ所の幼稚閣に当る子供のための教育機関がある O
そのほか、文化機関としては、円音放送局(写真14) が益山市には勿論、ソウル・釜山・
光州などにあり、円仏教新聞社などをはじめ歴史博物館や少太山記念館(写真15) などが益山
聖地とも呼ばれる中央本部(写真16-A，I3)の中にある。
数年前からは、軍部隊営内に教堂が建てられて、将校として教役者が派遣されて数多くの軍
人を対象としての教化28を行っている(写真17-A，s，C) 0 そのほかには民間人教役者が近くの部
隊を往復しながら軍人たちに教化を展開している O
そして、綜合病院である円光大学病院と同医療|淀(写真18)の中には祭場29として(株)‘薦
度， (写真19) もある O 円光大学病院とは別にホスピス病院である‘円病院， (写真20-A，s) も
あり、さらに、円光孝道マウル(村・) (写真21)と裡里:10慈善院いう療養施設があり、 3ヶ所の円
光綜合社会福祉館と担里保育園の福祉施設などが密集している O
一方、仁1::1央本部には'永慕殿， (写真22-A，s)があり、このような施設より遠い所には‘永
慕墓園， (写真23-A，B，C) という大規模の霊園があり、そのなかには、火葬以前の「お弁当型Jの
ような土葬墓と火葬以後の散骨施設、‘大円殿'とよばれる納骨堂(奉安堂)もある口
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このような諸般の施設は、これからもますます発展していくというのが円仏教中央本部の教政
院傘下の‘文化社会部'側の説明ないし主張である。
2)海外諸国の場合
前述したように海外に5ヶ所の教区があり、それらはアメリカ洲東部教区、アメリカ洲凶部教
区、ヨーロッパ教区、中国教区、 iヨ本教区である O
アメリカ洲東部のうちには、 20ヶ所の教堂と機関がある O それらを紹介すると、ニューヨーク
とワシントンに教堂と円光韓国学校が各々あり、フイラデルフイア教堂・ボストン教堂・シカ
ゴ教堂・マンハッタン教堂・アトランタ教堂・マイアミ教堂などがあり、ハワイには教堂と国
際訓練院などがある O カナダのトロントにも教堂がある O なお、ブラジルとチリにも教堂など
がある O
アメリカ掛|西部教区のうちには、 12ヶ所の教堂と機関がある o L. Aには教堂と円光韓国学校
があり、オレンジカウンティとベリにも教堂があり、カナダのバンクーパーにも教堂などがあ
る(地図2)。
ヨーロッパ教区のうちには、 14ヶ所の教堂と機関がある O フランスにはパリ教堂と禅センター
などがあり、 ドイツにはベルリンとフランクフルトなどにも教堂がある。そしてロシアのモス
クワとウスリスクなどにも教堂があり、カザフスタンのアルマタにも教堂があり、南アフリカ
共和国のラミコカにも教堂があり、スワジランドにも円光韓国学校と幼稚閣と教堂がある D な
お、ネパールのカトマンズとポカラにも教堂があり、カンボジアのパタンバンとインドのデリ
ーなどにも教堂がある D
中国教区には9ヶ所の教堂と機関がある D 北京・上海・丹東・育ー島・大蓮・成者15・長春・香港
などに教堂があるわけである O
日本教区には、 8ヶ所の教堂と機関がある O このうち東京・横浜・千葉・大阪などに教堂と機
関カfある O そして、オーストラリアのシドニーとクインスランド、ニュージーランドのオーク
ランドなどに教堂と円光文化院という機関がある(地図3)0
つまり海外には、ほぽ6大陸にかけて円仏教が伝播されているわけであり、教堂と機関がある
ところなら、どこでも‘教務'といわれる教役者と教徒たちが世の中と人類の暮らしのために
祈りの生活をしているわけで、ある O
円仏教はある一つの宗教、一つの国家、一つの民族だけのための宗教ではないD すべての垣
根を越えている宗教であるわけである D 教祖の少太山は、あらかじめ一円主義を提唱し、諸宗
教の窮極的目的は一つなので、一円主義の中で一つになることを呼びかけたのである O
第2代宗法師の鼎山宗師は、「三同倫理jを提示した。この三同倫理というのは、同源道理31・
同気連契32.同拓事業33をいう D
このような思想は、第3代宗法師である大山宗師の「世界平和のための三大提言Jの中に明らか
にされているということについては前述したとおりである D
韓国の国内外におけるこれらの教勢をあげて、円仏教が韓国の四大宗教訓の中の一つであると
円仏教側は明らかにしている D
第2節 事例地岐におけるその社会的基盤
1 事例地域の概要
事例地域である議山市新龍洞の‘円仏教'の事例を把握する前に、益山市の面積・人口-位
置、そして交通と観光について述べる O
話山市の面積は、 507.07km2で、あり 、人口は2009年1月現在316.911名であり、 l邑13面14洞があ
る 。 東経126度51分 ~ 127度08分であり、北緯度52分 ~36度09分に位置している 。 南北間の延長距
離は31.65kmで、ある G 東側は完州郡、西側は群山市、北側は忠清南道論山市と扶齢郡、南側は金
堤市に而している。特に、東北部には放嶺山脈の稜線に弥革9J山が走り、南部には万境江が流れ
ている。特産物としては、良質の米・菊・さつまいも・イチゴなとεが湖南平野で、産出される O
益山市は、高施1寺代995年全州に属していたが、忠、恵王5年(1345)君ilを州に昇格させてあり|、|とし
た。 1931年1月l目、益山相!里邑と改称し、 1933年12月1日、裡皇邑は光復とともに12ヵ所の洞を
有することになった O
1949年8月15日、法律第32号(1949.7.4公布)で禅里市と改称し、 1995年5月10日、法律第4948号
0995.5.10公布)I京畿道平沢市等5個道良複合形態のr!1設置等に関する法律」として位里市と益山
部を統合して益山市を設置したわけである。現在、益山市にはl個の邑と14倒の面と新龍洞をは
じめて42側の洞がある O
交通の而では、湖南線-全線線・ 1作山線が東西南北で交叉している O これらは、韓国鉄道
(K1めであり、読山駅は全羅北道に一つしかないいわゆる高速鉄道とl呼ばれるKTXの中心駅とし
ての役割を果たしている D 湖南高速道路ICが金馬両東部を通っていて、 1番・ 23番の国道など10
余個の国道と地方道を利用すると全国各地へ繁がって、交通のl:j:J心地である o 2013年には、湖南
物類の中心地として急浮上する予定であり、貴金属団地と貴金属宝石博物館などが有名である。
益山は、韓国西部地域における古代の馬韓・百済文化 (B.B.200-A.D.660)の中心地でもあった。
したがって、議山は、馬軒'jt.百済文化閣の中心地域として数多くの造物・遺跡が金馬面を中心
に分布しすばらしい歴史と文化の観光地である。それは、国内で最古・最大の石塔で、ある「弥靭J
寺担j:Jの石塔35があり、これは、百済の誇る石工芸術として有名であることによって、国宝第1
号となったわけで、ある。
2. 事例地域の宗教的分布
益山市には現在も、以上のような仏教的な面貌が残っているにもかかわらず、仏教の教勢は
弱い。それは、より厳密に探ってみると、益山市のあちらこちらには信光教会(プロテスタン
ト) ・昌仁聖堂(カトリック)をはじめて数百ヵ所の教会と聖堂36があり、むしろキリスト教の
方が仏教より教勢が優勢であるからである D
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「弥革力寺:lJJ:Jの周辺には、王宮5層石塔([!1宝第289号)、双陵(史蹟第87号)、益山土城(史蹟第
92号)などがあり、仏教的な雰囲気が形成されている O
そして、今日も益山市には、深谷寺-胎峰寺-崇林寺などのお寺があり、益山市の南方には、
百済の法興王9年 (599) に創建された金堤の金山寺l7には国宝62号である弥靭J殿もあるので、観
光地としても知名度の高いといえよう O
一方、儒教の場合は、益山市だけではあまりなくて、全国的に見ても段々弱く行く傾向であ
るので、ここではこれ以上の記述は省略する O
さて、事例地域である益UJ市の人口は約32万人ほどであるが、 2010年現在、 95年の歴史:l8しか
ない円仏教の教徒の人数39が多いということは、益山市新龍洞には、外ならぬ円仏教中央本部は
勿論、 3ヵ所の円仏教教堂と円仏教が設立した綜合大学で、ある円光大学校をはじめ、円光デジタ
ル大学・円光保健大学などの教育機関があるからである。さらに、巨大な療養施設である円光
孝道マウル(村) ・担里慈善院があり、福祉施設としては円光綜合社会福祉館・裡里保育園な
どがあるからである O なお、綜合病院である円光大学病!ちi:40と同病院のなかには祭場(葬礼式場)
の(株)‘薦度'もある O そして、円光大学病院とは別にホスピス病院である‘円病院'などが
密集していることは前述したところと同じである O
一方、円仏教中央本音[)の境内には、火葬以後の石碑作りの塔として少太山大宗師聖搭(写真24)
と鼎山宗ni!i聖塔(写真25)が建立されている O
第3節 円仏教人の祈りと暮らし
円仏教はく恩恵の宗教である >41とよくいわれる O 今日も、円仏教の人々は、朝起きたら、円
仏教の信仰の対象である‘法身仏(一円相)四思'に向かつて、人類の平和や幸福をはじめと
して自分自身の安寧などの祈りをありがたい心構えでささげていることはいくら強調しでも過
言ではないといえよう O それは、感謝の生活をしたほうが幸福に暮せる道であると信じている
から可能なことであろう O 円仏教の人々のこのような祈りは、朝だけではなくて、夜も同じよ
うに、ひいては、自分自身の知事安逸から世界のすべての人類のための安寧秩序に至るまで、
そのうえ、特日Ijな事件事故のできた場合もそれらが無事に終えることを願う祈りを朝晩やるし
きたりをもっている D
円仏教における最初の実際的な祈りは、[円仏教教典jの「大宗経j序品目、 14章を通して具体
的にみることができる O まず、序品13章を通して、少太山は1919年、
救|止の暫~1顕をもっ我々は、どうしてこれを疎かに考えられょうか。昔の聖者たちも、衆生
のために、真心から祈祷をささげて、天意を感動させたことがないでもなかった O 皆さん
も、今|侍に|緊して、純一な心と、限りない至誠を尽して、人々の精神は物質にひかれず、
自由に物質を使いうる人になれかしと天地に祈り、天意の感動を受けるよう試みるべきで
ある。皆さんの心は、これ天心なのだ。純粋無垢な心になれば、直接天地とともに、その
徳を一つにして、すべての事がらは、みな、心のままに成就されるであろう O ゆえに、皆
さんは、各自の心に、よく天窓を感動させる要素があることを悟るべきであり、各自の身
には、衆生を済度すべき責任があることを、つねにJj干に銘じなさいは。
といい、つづいて、“祈祷日l時と方{立を、それぞれ指定され、祈祷をつづけさせられた430" と強
調したわけである(写真26)0
次の序品14章を通して、少太山は同年8月21日、生死を超越した九人の団員の|浪りない至誠は、
ついに白指血印の異跡となって現われるのをご覧になって、次のように注意させた。
皆さんの心は、天地神明がすでに感銘したまい、|塗府公事の判決ーがくだった。今や、我々
の成功は、これから始まるのである。これからは、皆さんは、とりもなおさず、十方世界
に捧げた身であるから、万事を進めるに|捺して、どんな苦難に出会い、たとえ死に至るこ
とがあっても、ひたすら、今日のこの苔願を変えではならない。また、家庭に対ーする愛着
と、五欲の境地に直面しても、ただ、今日の尊い因縁を思いおこすならば、再び、そこに
ヲ|かれるようなことは決してないであろう O ゆえに、愛欲にとらわれない純一ー な心をもっ
て修行と事業に全力を尽せよ 440
以上の内容は、一言でいうと、‘少太山の祈祷観'の一間であるといってもよいだろう。その
うえ、少太山は、直前の引用文につづく次の言葉、すなわち、“皆さんの、今までの名前は俗!1上
の名前で、単に個人の名前であったが、そのような名前の人はもう亡 くなったのである O 今や、
|世界の公名たる新たな名前を授けて、再び蘇らせたのだから、説んでお受けいただいて、あま
たの衆生を済度しなさい"という内容を九人の団員に授けたD そして、その直前に法号と法名
を九人の団員に授けた。円仏教の人々は、こういう精神的遺産をもつことによって、わずか95年
の円仏教の歴史の流れのなかで、今日も円仏教の人々は朝晩を通して自己中心的なカテゴリー
を越えて祈祷を日常化しているといっても過言ではないといえよう (写真27-A，B，C)。
一方、今日も円仏教の人々が毎日の朝晩を通して祈祷生活を統けることができる根拠は、少
太山の親著である[円仏教教典jの「正典j第3イl多行編く第9章心告と祈祷>に取られている内容に
ある。これを見ると、円仏教の人々の祈りをさらに詳しく;理解することができる O それは、次
のような内容である。
人間は誰でも、世に生きて行くためには自力と他力が共に必要である。自力は他力の本と
なり、他力は自力の本となる。故に、たしかに自信の持っている他力を得た人は、木の根
が土壌に出会ったのに比べられよう。我々は、信じて疑わない法身仏四恩とその威力を悟
ったから、この円満な法身仏四思を信仰のもととして、楽しいことに出会った時は感謝を
ささげ、苦しいことに出会った時は罪のゆるしをこい、また決定しがたいことに出会えば
決定しうるようにと心告または説明祈祷をささげるのである c あるいは苦難に出会った時
は、それを}I買境にかえるように心告、または説明祈祷をささげ、 }IN境にある場合には、邪
悪で虚妄にliBらないように心告または説明祈祷をささげるべ
少太山は、以上のように、円仏教的な祈りを心告と祈祷をささげることによって、それらの
原理と実践方法を提示し、今日を生きていく円仏教の人々にく祈りの重要性>を強調した。この
ような意味づけが円仏教の人々を感動させていると考えられる。
1. 円仏教の‘四恩'信仰を通して見た祈り
円仏教の‘四恩'とは、天地恩・父母恩・同胞恩-法律恩を指している O ところが、円仏教
の信仰の対象は‘一円相の真理'と前述したことがある。それでは、ここで、‘一円相の真理'
と‘四恩信仰J' との関係を探ってみる必要があるといえよう。
これに関しては、 rî斗仏教教~I~j の「大宗経J教義品4章に具体的に示されている。まず、その内
容を通して、少太山は‘一円相の真理'と‘四恩信仰l'との関係をどのように理解させている
かをみることにする。
-Pi:E!を信仰の対象とし、その真理を信じて福梁を求めるのである。一円相の内容は、四
jE、であって1m恩の内容すなわち宇宙万有である O 天地万物虚空法界はーっとのしてみ仏で
ないものはないことになるので、我々は、いつ、どこでも、つねに、敬いおそれる心をも
つようにする O 尊い笹IJ仏に対するときの清浄心と、敬!斐な態度ーであらゆるものごとに対応
すべく、あらゆるものごとの各対象に、直接仏供を行なうように勤て、現実的に福柴をも
たらすようにする。これをまとめていえば、偏狭な信仰を円満な信仰にとりかえ、迷信的
信仰を事実的信仰lにとりかえるようにするのである460
このような原理を生かして、 rIJ仏教教典Jの「正典j第2教義編第2章に取られている天地恩・
父母恩・同胞恩・法律恩を合わせたいわゆる‘四恩'信仰ができたわけである O であるから、
円仏教の‘1m恩'信仰を着実に行なう人ならば、「天地よ下鑑したまえ、父母よ下鑑したまえ、
同胞よ応鑑したまえ、法律よ応鑑したまえ47Jより祈りをはじめるわけで、ある O 少太山は、『円仏
教教典j の「大宗経」第3弁疑 1~123章を通して、一人の弟子から“四恩に軽重があるために、天
地-父母.には下鑑したまえ(下鑑之位)といい、同胞-法律には応鑑したまえ(応鑑之位)と
いうのでありますかぽ'と問われた時、“その軽重をことさらに論ずべきではないが、その位の
順序からいえば、天地-父母は親の位であり、同胞-法律は兄弟の位である O ゆえにこのよう
に区別したのである490" と答えた。‘四恩'信仰をありのままに分っている教徒もいるが、分っ
ていない教徒たちもあまり多くはなさそうである。これらを通してみると、一般の教徒たちに
は、円仏教の‘四恩'信仰をはじめ、あらゆる教理がある面においては多少難しく認識されて
。 。
いるといわざるをえないだろう。
筆者は、ここで円仏教の‘四恩'信仰をより詳しく紹介することにする。
ここでは、天地恩-父母恩・同Jj包恩・法律恩という円仏教の四恩信仰lにおいて、各々の被恩の
綱領、被思の条目、背恩、報恩の結果だけを紹介する D しかし、これらを引用して紹介するこ
とだけとしては、円仏教の人々がどのようにく一円相の真理=四恩=宇宙万有〉として実際的に
祈りをしているのか筆者のまわりの円仏教の人々の経験をはじめ、筆者の家族の体験したこと、
筆者も円仏教教役者の一人で、あるために、筆者の体験も生かして探っていきたいと思う D
まず、く1)天地恩〉に関することについて述べてみることにする O
f円仏教教典j の「正:!II~J第2教義編第2章の[天地被恩の綱領Jには、我々の人間たちがよく感
じられない‘天地恩'が我らのIillりに溢れていると次のように記している。
それでは、まず、[天地被思の綱領」を見ることにする。
我々は、天地よりこうむった恩をもっともたやすく悟ろうとするならば、まず、天地がな
くてもはたして命を保って生きられるようかと考えてみるべきであり、そうすればいくら
低能で愚かな者でも、天地がなければ、生きられないということは誰でもわきまえられる
であろう o これがなければ生きられないという深い関係があるとすれば、そのような大息
がまたどこにあろうか。おおよそ、天地には道と徳があって、宇宙の大機が I~I 動的に逆行
するのは天地の道であり、その道が行なわれるにつれてあらわれる結果は天地の徳である O
天地はきわめて明るく、きわめて誠なものであり、きわめて公正であり、道理に従う自然、
なものであり、広大無量であり、永遠不滅で、あり、吉凶がなく、応用に無念なものである O
万物は、この大道が広くおこなわれて、大徳があらわれるうちに、その生命を持続し、そ
の形体を保全するのである汽
円仏教の人々はたいてい以上の内容を認識している D けれども、この「天地被恩の綱領jを
いちいちすべて実践することは無理なところもある D そのために少太山は、 I天地被恩の条目」
を提示しておいたと思われる。なぜなら、この条目は原理ではなくて、実践方法であるからで
ある。同条目は、つぎのとおりである D
1)天空に空気があるから、我々は呼吸をして生きることができる O
2)大地の基盤があるから、我々の体はこれにたよって生きることができる O
3) 日月の光明があるから、我々は森羅万象をみわけることができる D
4)風・雲・雨・露のめぐみがあるから、万物は生長し、その産物をもって我々は生きるこ
とができる。
5)天地は生滅がないから、万物はその道にのっとり限りない寿命を得ることができる510
以上の引用文を見ると、天地思を感じるのはあまり難しいないことではないと答えている円
仏教の人々は大勢いる。そのうえ、円仏教の人々がく法身仏四恩>を信仰の対象として信心深
く祈りをするのは、少太山が強調した「天地背恩」と「天地報恩の結果Jの内容もよく知って
いるからであろう。それでは、「天地背思jと「天地報恩の結果Jの内容を引用してみることに
する O
まず、天地背恩に関する内容である。
天地に対する被，恩-報恩-背恩をわきまえることができないのと、たとえわきまえていて
も報恩の実行がともなわないのをいうのである520
この引用文を見ると、多少恐そうに感じられるが、天地に対ーする被恩されたことだけを確か
に信じていると自然に祈りができると円仏教教役者である‘教務'たちはよく言い、これらに
関して話し合う¥1寺もたびたびある。その上、円仏教の数多い教徒たちは、‘円仏教の教法'こそ、
今日、普遍的な高等宗教としての‘大道正法'であると信じている。しかし、その中でもく天
地に対する被恩-報恩-背思>という理論を信じていない人々も半分以上はいるようである。
あまり信心深くない教徒たちはたやすく韓国の伝統的な民間信仰に向かつてしまう場合s:~ もあ
るO
こういう傾向を防ぐために、少太山は、前述した「天地報恩の結果」を打ち明けていると思
われる O それでは、それに関しての具体的な内容を探ってみることにする O
我々は、天地報恩の条目をいちいち実行するならば、天地と自己は二つではなく、自己が
すなわち天地になり、天地がすなわち自己になるであろう o たとえ、天は空虚、地は沈黙
して直接に招集を授けなくとも、我々はおのずから天地のような寿命と、日月のような光
明を得て、人夫大衆と世間は、ことごとく天地に対するようにあっくもてなすであろうへ
一方、<1)天地恩>を重点的に探ってみるに、 2)父母恩 3) 同胞恩 4)法律恩の内容は、
多少異ニなるところがあるが、円仏教の人々が‘四恩'を信仰lの対象としていることを考えてみ
ると、く1)天地思>と大同小異なところがある O したがって、本論のく注50-54>にそれらの中身
を添付したわけである D そして、より具体的な内容については、これからの課題としてしよう
とするしだいである。
2. 日常生活を通して見た祈り
1) 朝夕心告
円仏教の人々は、朝夕に‘心告'を行なう(写真28-A，B)oこの心告こそ、祈りの代表的な
信仰行為であるO 筆者の周囲には、朝は 51時、タは9時30分になると今までのあらゆることを止
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め、心告を行なう人々がいる D 心告と祈持をささげる時は、「天地よ下鑑したまえ、父母よ下鑑
したまえ、同胞よj忘鑑したまえ、法律よ1:"2，鑑したまえ、洪思、をこうむった000は、法身仏四
恩のみ前に心から l事上げますJという内容を前提とする O
たとえば、韓国人である筆者の母の李玉丹 (85才)の場合もそうである。いくら辛いことがあ
っても幸せなことがあっても、一日に朝夕二回は必ず心告を捧げる O
勿論信仰の対象は‘法身仏四恩'であるが、朝は主に世界の平和がよく維持できるように願
い、その次に国家と社会の安寧秩序、家庭の幸せ、そして息子と娘の六人の名前を順番にH乎び
ながらそれぞれ個人個人のために祈り、その後で自分の願いを祈るのだそうである O 個人に刈-
する祈りの具体的な内容は、何よりも健康な体の維持と正しい心構えによる模純的な日常生活
ができるようにと祈る O
しかし、すべての教徒たちがいわゆる‘朝夕心告'を告げながら、心告の結果について満足
しているわけではないといわざるをえなし、その原因は、教徒の立場においても経済的な而だ
けではなくて様々な事情があり、教徒同志の差もあるといえよう O 教徒の中には、毎同教堂に
通うことができない人々も存在するのである。
このような人々のために強調したのかも知れないが、少太 UJ は、 rp~仏教教典 l の|大宗経J第3
教義I日~17章を通してく心告の感応される迎>を弟子に教えた。
一人の弟子が心告の感応される週!というのが何かとうかがったことがある。その1寺、少太LU
は次のように答えたのである O
そもそも、心告の感応は、心告する人の誠に応じて、!nri為 I~I 然の l一|一1 に、 j泣いの外の威力を
得るようになる O これは、言詩ではとうてい説明しがたいが、たとえば、しきりにおこる
悪心を取り除くことが、とてもむずかしいときに真心をこめて心告を捧げれば、その悪心
はひとりでにきえ去り、善心に変わるようになるのであろう O また、!lliを犯すまいと思っ
ても、今までの因習で、その悪をしばしば犯しがちになる場合は、本心をもって罪科を告
白し、これからの善行を真心から発願すれば、おのずからその罪科を善にもどす力が生じ
ることもある O これがすなわち、心告の感応を受ける手近なしるしの一つである o (中1陪)
それゆえに、この点をとくに銘心すべく、もしも、このようにして確固たる心力を得れば、
天から与えられた無限な権力を握って、天地と等しい威力を発揮することもできるであろ
λ55 
ノ O
それにもかかわらず、心告の感応されるケースを感じられない人々もたびたび発生する O は
なはだしくは、‘教務'を志望した人の場合もひっきりなしに惹起されたこともあったわけであ
る。筆者が直接接した例であるが、父母と家庭の影響によって自然に教徒になってしまったに
もかかわらず、年を取るにしたがって、考え方を変えることができたという例も少なくない。
『円仏教教典jの「正典j第3修行編<第9章心告と祈祷>の内容のようになるべく充実した祈り
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ができるようにするわけである口
心告と祈祷をささげる時は、「天地よ下鑑したまえ、父母よ下鑑したまえ、同}j包よ応鑑した
まえ、法律よ応鑑したまえ、洪恩をこうむった某は、法身仏四恩のみ前に心から申上げま
す」とi1iJ述のとおり各自の願うところにしたがって、心告と祈祷をささげる O 対象のある
場合は、黙想心告と実地祈祷と説明祈祷をともにささげることができるが、対象のない場
合は、黙想心告と説明祈祷だけをささげる c 黙想、心告は自分の心の中でささげるのであり、
実地祈祷は直援各対象に対してきさげるのである O また、説明祈祷は大衆がよく開いて、
感動して心の覚醒をえるようにするのである∞。
これらの円仏教の人々の信仰行為については、‘祈福的な信仰行為'のみではないと解釈され
ると‘円仏教学'を研究して担当する関係者たちも後学たちに教えている面があるだろう O
2) 日|曜法会への参席
円仏教の人々の信仰行為は、家庭を中心として行なわれるケースが多い。しかしこれらの信
仰行為は、‘教堂'と呼ばれる所で主に‘法会'を通して教しえられた信仰の体験をする D ゆえ
に、‘法身イム1m思'からこうむった恩恵を感じながら円仏教的な祈りをするわけである O
I円仏教教~I~.Jの「正典」第3修行編く第9草定期訓練と常時訓練>の第2節く常時訓練法>の「教
堂来往時注意事項jには、次のように記されている O
①常時応用の注意事項によって、修行するうちにいつでも教堂に来たならば、自分の経過
したことをいちいち問答することに注意すべきである D
②何かの事柄に感得したことがあれば、それを指導者に報告して、鑑定を受けるように注
意すべきである O
③何かの事柄について、特に疑問が起れば、その疑問点を問いただして会得するように注
意すべきである O
④毎年禅期には、 niJもって費用を準備して禅院に入舎し、修行することに注意すべきであ
るO
⑤定期法会日には、前もって家事を整理しておき、当日は教堂に来て修行にだけ専念する
ょう注意すべきである。
⑥教堂より帰るH寺には、どんな感想を得たか、どんな疑問が明かされたかなど、ためにな
ったことの有無を省みたのち、必ず実生活に活用するよう注意すべきである570
大部分の教徒たちは以上の「教堂来往時注意事項JをそjごろうとしているO
一方、上述の⑤の‘定期法会日'というのは、事例地域だけではなくて、全国のすべての教
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堂や機関などで試行されている。しかし、すべての教徒がこれらのことを行なっているわけで
はない。筆者の周辺にも教堂来往をざっとしているひとが何人かあり、教徒の人数が多ければ
多いほどその数は増えてしまうのが自然な現状であるといえる。
いうまでもなく、円仏教の教徒たちは決まった「入教願書」を提出してから入教証をもらうこ
とによって、正式に円仏教教徒になる。けれども、張カンレ (79才、女)氏の場-合は、約35年前
に入教したことがあるが、嫁いでからは円仏教に通つてない。もちろん、そこには様々な原 I~I
があると考えられるが、いかんともしがたく始まった嫁としての暮らしに慣れるためにしばら
く休んだ、結果、自然に円仏教から遠くなってしまったわけである。
なお、鄭サンジン (58才、男)氏という人と経ユミ (51才、女)氏は、 28年前保氏のように入
教したが、二人とも、最初は自分が尊敬したことのある円仏教の教役者の礼儀が正しくないこ
とによって失望したあまり改宗してしまった。萎キソク (62才、男)氏の場合は、より多い金が
ほしいという考え方によって、円仏教への歩みを止めた O
このような例を前もって分かつていた少太山は、『円仏教教典jの!大宗経j修行品7章を通して、
禅院の大衆に次のように強調した。
霊光のある教徒が、いくらかの賃金をかせぐために、定例法会の日に教堂の近所で!こ|脂;いか
せぎをしていたということだが、皆さんは、彼をどのように思っているかと聞いたことがあるO
一人の弟子は“彼は、金だけ求めて修行をなおざりにしたのは過ちではありますが、もし、そ
の日の食糧が絶えて、家族が飢えるようであったら、一回ぐらい法会に出席しなくても、むし
ろ、家族を飢寒から免れるようにするのが妥当ではないでしょうか。"と申し上げた O この話を
開いて、少太山は、
それは尤もらしい話だ、が、法会は毎日あるのではないから、真に修行し発心して、みj去の
価値を重んずる人ならば、法会の前にどんなことをしても、法会日一日分の食糧だけは準
備して置くべきであるのに、法会日に|臨んではじめて食糧を求めてかせぐのは、その人は
もはや修行におろそかで、御法に誠意の足らない人である。ゆえに、これは「教堂来往時注
意事項」にも、すでに、言及しておいたことである O あるいは、準備のために、努力はした
が、食糧が不足しているとしても、彼の修行する心の中に、露ほどの私心がないならば、
食物はおのずから生じてくることわりもある O 例をあげて言えば、母の腹から幼児が生ま
れさえすれば、今まで出なかった母乳が流れ出るようになって、幼児は自然の祢俸を飲ん
で育つのと等しい叱
このように、円仏教においては、日日程法会への参席の重要性(写真29)だけは教徒たちも認識
しているといえよう。けれども、筆者の犯握したことによると、たとえ、その重要性を認識し
ていても、あらゆる教徒たちが必ず日曜法会への参席し、「教堂来往時注意事項jを正確に守り
ながら教堂を来往しているとはいえない。
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3)教化団組織と活動
円仏教の人々は様々な活動を要求されている面がある。そのうち、教化団組織を通した多様
な活動もある。
そもそも、教化団組織に関する例は、 f円仏教教典jの|一大宗経j序品6章に現れている D それで
は、まず、その内訳を紹介する。
少太山は、これから先、十方世界の一切衆生を漏れなく、教化すべき、十人一団の組織方法
を制定されてから、次のような話を残した。
この方法は、ただ師匠一人の教えをもって、多重を一様に訓練する早道であって、幾億万
の多人数でも、よく指導することができる O しかしその成功は、つねに九人だけに俸げれ
ば成し遂げられるいたって簡単な組織である。(中1告)この団は、十方世界に応じて組織さ
れたのであるから、団長は天に応じ、 li=l央は地に応じたものであり、あと八人の団員は、
それぞれ、八方に応じているのである。ゆえに、この団は広く十方を代表していることに
もなり、要約していえば、十方はつまり一身に帰ーされることになる590
そうして、団長ωには少太山朴重彬大宗師、仁1:1央61に宋査、団員は李載哲-李句句-金幾干-
呉昌建・~:卜 UI~哲-朴東局・劉巾・金光旋の八人62であった。以上のく十人一団>の組織の中での
八人の弟子たちには、少太山より年上の人もいたし、ある人は親戚として寸数が上である人も
いたのである O これは、少太UJの指導力がどれぐらいであったか判断することができる根拠に
なると忠オつれる口
このような流れによって、当日の十人一団の組織というのが、今日の教化方法の基礎になっ
たわけである。それで、今のどこの教堂も卜人一回の組織によって、団員を管理して教化を試
行している。したがって、!;母国の事例地域である全線北道益山市新龍洞の教堂だけではなくて、
海外の教堂もこのように行なわれる O
たとえば、読山市新龍洞からあまり遠くない於陽洞に位置している‘宮洞教堂'も筆者の勤
務している‘横浜教堂'も十人一団の組織網を組んで、団員を管理して教化を展開している O
筆者は、事例地域である益山市の‘宮j同教堂'を直接訪問し、組ソンチョン教務と十人一団の
組織綱で教化政策を立てて展開している教化の成果を開いたことがあった。
おわりに
筆者は、事例地域を韓国全羅北道の‘益UJ市新龍洞'と決め、できるかぎり現場へ直接参加
した体験に基づいて本稿を記した。特にフィールド調査こそ、民俗学的な研究においては導入
しなければならない研究方法であると深く!惑じることができた。
しかし、事例地域を具体的に紹介したことについては多少満足しているが、より充実した内
容ができなかったところもあったと感じられ、今後の課題が残る O
写真28-.A 写真 28-B
写真 29 写真 30
臨観藍華調調盟関 !til告f司令，， .
1図 1
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筆者は円仏教の教役者の一人として検i浜で暮しているが、円仏教の人々の祈りと暮らしに関
して研究することは簡単な作業ではなかった O いわゆる韓国の四大宗教と呼ばれている新宗教
ないし‘新しい仏教としての円仏教'は、韓国国内だけではなく、地球上の六大洲にかけて教
化活動を活発に展開している。一円相 rOJを宇宙の真理として信仰して修行する宗教である
からそのような教化が可能なことであるという而が円仏教側の説明である。円仏教の教えどお
り祈りながら暮している人々はほかならぬ'円仏教人'であるいは'円仏教教徒'であるとい
えよう D したがって、本論文の目的をその人々の祈りと暮らしを民俗学的な研究方法によって、
実際的に採っていくことにおいたわけである D
本論文の事例の中心を韓国の全経北道益山新龍洞としたのは、そこに円仏教が一番密集して
いるからである。この円仏教が韓国の一つの新宗教ではあるが、フィールド調査をしてみると、
研究する価値は充分であった。しかし、宗教の定義や成立条件において考えてみると、本格的
な‘高等宗教'といわれる既成宗教や新宗教として人々の窮極的な挫折からの救済を与える機
能としては現実的に見る時足りない而があるので、より望ましい救済方案が要請されていると
いわざるをえなし」それは、 P1仏教の中心地ともいえる全羅北道の益山市新龍洞という地域の
事例からみた現代韓国の円仏教人の祈りと暮らしをありのままに見た結果かもしれない。おそ
らくこれらは筆者が直接見て体験したことであるからである o
円仏教の人々は朝夕を通して祈り(心告)をしているのみならずく処々仏像、事々仏供>と
いう教却標諾とく1!lf，我奉公>(写真30)の精神を生かしていつどこでも祈りをしているわけであ
る。
一方、韓国における実際的な円仏教の教徒数は、十余万人であるけれども、円仏教中央本部
側によると、百二十万人を越えるという D この数にはかなりの隔たりがあり、円満な宗教とし
ての統計としてはあまり正しくないと思う O なお、祈りと暮らしの実際についてもあまり望ま
しくないところもあるのではないかと忠われる。それは、円仏教の出現時の創立精神などと比
べてみてもそうである O
このような面を考慮すると、|工j仏教の人々がより一円相を宇宙の真理として信仰と修行を少
大山大宗r:ilの根本的な祈りの柄拘1のまま行うべきではない而もあるし、なお、一方でみれば、
そういう願いが大いに要求される而もあるといえよう。
[写真・図・地図の説明]
く写真説明>
(写真1.A) 少太山の40代後半の写真
(写真1・B) 少太山の50才頃の写真
(写真2.A) 少太山大宗師の誕生の家
(写真2・B) 少太山の大党地の「万古日月」の石碑
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(写真3) 円仏教中央本部の初創期の最初の法堂である「大党殿Jの今日の全紫
(写真4-A) 円仏教の元の名の[仏法研究会]当時の少太山と弟子たち
(写真4-B) 少太山と円仏教の初期に1引ιされた教役者たち
(写真4-C) : ]931 (円紀16)年、円仏教の教法を創案当時、途茶精舎での少太山と彼の弟子たち
(写真4-D) : 1934 (円紀19)年9月、釜山の南富民教堂での少太山と彼の弟子たち
(写真5) : [仏法研究会]当時の「教理図J
(写真6-A) 円仏教の初期教書の f仏教正典jの表紙
(写真6-B) 円仏教の初期教書の[宝経三大要領』 ・ f朝鮮仏教革新論J. r礼典j
(写真7-A) : 1940 (円紀25)年3月、|仏教研究会]南原支部(現南原中央教堂)落成記念式
(写真7-B) : 1924 (円紀9)年!大覚殿Jの悲仏落成式の後の少太山の弟子たち
(写真8) 少太山大宗師の大党によって真理の象徴である一円相 (JJlil~UJ市東永教堂)の仏壇の
有り株
(写真9-A) : 1950年頃変貌された「教JlHI;gIJ
(写真9-B) 今日の f円当教教典jに取られている「教理図」
(写真10) 少太山の親筆である「四恩Jの筆跡
(写真ll) 今日、円光大学(校)の円仏教学科生たちが共同生活している療の全景
(写真12-A) : 1962年1月24日浬繋した鼎山宋圭宗仰の告別式
(写真12-B) 鼎山宗削iの葬礼行列
(写真13) 生存当時の鼎山宗師(左)と次の法主であった大山金大事-宗師
(写真14) : FM円音放送局-円仏教新聞社の全景
(写真15) 少太山記念館の全景
(写真16-A) r益山聖地jとも呼ばれる中央本部の正門の左側の岩に核ざされている「精神開
関」という石碑
(写真16-B) 中央本部右側にある「円仏教中央本部案内図J
(写真17・A) 益山市麗山面の副士官学校の中にある「忠勇教堂」で軍人が読経している円仏教
精神の訓練
(写真17-B) 左陀円金復燥宗師が入敬した軍人に[円仏教のパッジjをつけてあげている
(写真17-C) r忠勇教堂jの中で円仏教日曜法会に数多い軍人たちが参加している
(写真18) 円光大学校の東側の円光医療院の全景
(写真19) 円光大学校の中にある r(株)薦度」の全景
(写真20) 円光孝道マウル(村-)の全景
(写真21-A) ホスピスによる「未期患者Jの治療のための「円病院jの全景
(写真21・B) 看護師の金インジン教務などが未期患者の世話をしている
(写真22-A) 中央本部の「永慕殿」の全景
(写真22・B) 新年を迎えて「永慕殿」の入口で円仏教の元老教務たちがお祭りをしている
?
?
(写真23-A) i永慕墓園」の全景であるが、右側に「大円殿Jがみえる
(写真23・13) 永慕墓園Jの土葬墓の全景
(写真23-C) i永慕墓園jの鳥鰍闘
(写真24) i少太山大宗師聖塔Jの全景
(写真25) i鼎山宗師聖塔Jを回りながら教務たちが祈りをしている O
(写真26) i九人弟子」が祈りをした峯の中の一つである「玉女峯Jの全景
(写真27-A) i少太山大宗師聖塔」の周辺で祈りをしている元老教務と法号授輿者たち
(写真27-13) ソウルの恩平教堂の薫陀円李如正(イヨジョン)教務の祈り
(写真27-C) 議山市宮洞教堂の学生会員たちが昼間に祈りをしている
(写真28-A) 中央本部の「円音閣」の聖なるお鐙の音が朝夕の心告時間と大きな行事を知らせ
る
(写真28-13) 説山市東永教堂で、江陀円越|有蒸(チョウナムフン)教務が数堂の外で朝の祈りを
している O
(写真29) ソウルの恩平教堂で行われる日曜法会の全景
(写真30) 少太山大宗師が円仏教初期から強調した精神の「無我奉公」という額字
く図の説明>
(図 1)大山金大暴宗師の[教理実践図解』に掲載されている「四恩信仰」の原理と実在
く地図説明>
(地区11-A) 事例地域である韓国の全羅北道の位置
(地 l~l-B) 事例地域である韓国の全羅北道の益山市の周辺
(地図2) 世界地図に円仏教側が製作した海外諸国の教化場所の印(・) (数政院国際部の提
供)
(地区13) 世界地図に円仏教側が製作した日本教区の教化場所の印(・) (数政院国際部の提
供)
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「円仏教新聞J、円紀94(20ω)年1月20日、 1面
「国民日報」、 2009年5月15日、 3面など
1 韓国で、大規模な行事がある 1寺や事件事故などが起きたときなどいわゆる‘七つの宗教団体'が
力を合わせる場合が少なからずある D
2 円仏教は韓国で、生まれ、世界に向かつて伸びゆく開かれた宗教であるといつのが円仏教側の説
明である O
:3朴重彬(パクジュンビン、 1891-1943)が円仏教の創始者であり、なお教祖でもある 0
4 いうまでもなく、円仏教教J1Hの中には、信仰の対象もある。(これについての具体的な内容は
後述する。)
5 名は円仏教であるが、伝統的な韓国仏教の宗派とは別途の教団 (I~構造を持っている。資産の管
理なども既存の韓国仏教の数多くの宗派とは別である O
6 朴重彬の代表的な著書二は f仏教正t1J.]があり、代表的な訪録としては、 I大宗経.]r大宗経jli外
録Jr朝鮮仏教革新論jなどがある。少太1は、 f朝鮮仏教革新論jを著述して、改革仏教とし
ての円仏教の性格を擁立した o a円仏教会議:Jのなかの f円仏教教史J、円仏教正化社、 1977、
1057-1065頁参照)
7 少太山は、円仏教の創始者である朴重彬の法号である O 円仏教の周辺では一般的に‘少太山大
宗師'と呼ばれているが、‘大宗sni'は少太山の尊称であるので、学術的には、‘少太11' のみ
でよく使われている。
日これを円仏教側は、‘霊山型地'と呼んでいる O
9彼の疑いは、大自然に対ーする疑いから人IJ周閣の一つ一つがすべて疑問の的であり、 その疑問
は自分の存在に対して、又は対ー人関係にまでも拡張してきた。
10通常道士は、みすぼらしい身なりをしているといわれている O
1 このような状態は25才の春まで続いていたので、彼を知っている近隣の人々は完全に廃人にな
ってしまったとその人格をおしがっていた。
12 円仏教側は、西紀2010年を‘円紀95年'であると呼んでいる。
13 当時、全羅北道益山市は、米の生産地としても交通の要所もとても良い条件を備えていた。
発祥地の霊光郡から北方面にあり、当H寺は、‘裡里市'と l呼ばれた。
14 円仏教の精神で、世の中のために献身しようと覚悟で一生を奉仕しようとする人々とその団
体を指す。
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15 これによって、いよいよ「白指血印の異蹟jができたわけである O 同年10月、少太山は、全羅北
道の扶安(ブアン)の辺山の蓬莱精舎で人類を救済するため真理に基づいた時代に相応する円
仏教の教理を制定した。
16 これが、 ー円相の真理のはじめであり、 [21恩・凹要・三学・八条などの中心的な教理である O
教祖である少太山自身が直接‘基本経典'を編纂したことに重大な意味があるが、 f仏教正典j
に‘仏教'という単語を入れたのは、日本の弾圧などの雰囲気が激しかったためである D ‘新宗
教'として出発した場合は、もっとその弾圧が激しくなる可能性があったからであるというの
が円仏教側の説明である O
17 円仏教教団の初期名称であるO すなわち、 1948年4月以前の円仏教教団の名稀として「仏法研
究会」という D この名前は、 1924年益山に中央本部を建立しながら使用された名前である o (r円
仏教用語辞典j、孫正允編、円仏教出版社、 1980年、 230頁)
18 当1寺、‘日本の瞥察'の意味である O
19 鼎山は慶尚北道星ナトIl{l~で、生まれた 0
20 ‘日本式仏教'を指す。
21 鼎山宗mnが8. 15解放直後、円仏教数理にもとづいた‘建国治民'の方法論を当時の政界要人
たちと円仏教数日!の同志に1乎訴ないし提示した経紛である o (f円仏教用語辞典』、孫正允編、円
仏教出版社、 1980年、 26頁)
22 日本においては、勺;母国人'が居住している半島を主に‘朝鮮半島'とu乎ぶが、筆者が韓国人
であるという立場でも、日本国が北朝鮮ではなくて韓国と国交を正常化している面を生かして、
本稿を通しては、‘斡半島'と表記する O 勿論、日本人の中でもつ緯半島'と表記する場合が皆
無ではないと筆者は知っている O さらに斡ー半島で暮している人々を韓国の民族という意味で、
‘!鵠民族'と表記する O
23 当時の校名は‘唯一学林'であった O 一方、韓国では、‘4年制大学'の場合、ソウル大学
校・円光大学校のような大規模の大学 (university) は‘00大学校'のように、‘大学'の後に
‘校'という文字がついているのが普通であり、小規模の大学 (col1ege) の場合は、日本のよう
に‘00大学'とH子ばれている D
21 心凹啓発とは、我々人類が心の回を磨いて心の力を養うことをいう O 科学と技術を善用する
精神力を養うことである O
25 世界共同市場開拓とは、すべての人類が日常生活に必要とする衣食住に便宜を与えるため、
国家や民族の墜を越え、自利利他精神をもち、互いに豊かな生活を作ることである O
26 宗教連合とは、各々の宗教が各々の主張と信仰を越え、宗教の持つ本来の使命感に忠実たら
んとすることである。これを実現するために宗教間協力機構 (U. R . C) を設ける必要がある O
これから円仏教は、閉鎖的なすべての宗教と国家の壁を越え、世界が一つになる大きな人類家
族運動に積極的に取り組んでいこうとする O
27 円仏教の発祥地である霊光は‘釜山聖地'と H乎ばれ、全羅北道扶安の一隅である蓬莱精舎の
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あたりは円仏教初期教団の当時のく教理>が作られたということによって、 t製法漣山聖地'と
呼ばれている O ‘寓徳山聖地'などがある。
お益山市の鹿山の副士官学校区内の‘忠営教堂'で軍人を対象として行なわれている教化の現
場の様子である O
m 円光大学校の中にある祭場として(株)‘薦慶(チョンド)，が設けられている o
ω ‘益山'の旧名である O
31 同源道理とは、すべての宗教の窮極的な真理と目標が同じであることを知り、垣根を越えて
会うことを意味する。
32 同気連契とは、すべての人類が一つの家族であることを知り、戦争や恨みを越えて一つの兄
弟として生きていくことである O
33 同拓事業とは、世界のすべての事業主義などを互いに排斥せず、より豊かな世界を建設する
ことに力を合わせることをいう O
“今日、韓国の四大宗教というのは、仏教・改新教・天主教・円仏教の}IJ買のように認められて
いる雰囲気であるといえよう。
35 普通、この石塔は、‘西塔'を指すが、[三国遺事jの弥報j寺の創建説話によると、伽藍には
殿-塔・廊牒をともにして、それぞれの3ヵ所に建造されたといわれている O
お金山寺の弥勅殿は国宝62号である D
37 韓国統計庁が2005年調査した宗教人口現況によると、全国240余の市tm区の中で、人口対比改
新教(プロテスタント)だけの割合が20%を越える所は20余ヶ所であり、そのうち、益山市の場
合は31・27%である o (国民日報、 2009年5月15日参照)これは、斡ー半島の東西のなかで、東は、
昔、新羅の地方として仏教が優勢であったためである O
ぬ円仏教の教祖である少太山が大覚を成した1916年から円仏教の歴史が始まったからであるO
39 円仏教側は、円仏教の教徒数が1百万人を越えると主張しているが、韓国統計庁が2005年調査
した宗教人口現況によると、円仏教の教徒数は、約12万余名くらいにすぎなかった。それにもか
かわらず、余所の所より益山市新龍洞に円仏教教徒の人数が多いといえることは、益山市新龍
洞に、少なくない教堂と色々な機関があるので、教徒が密集しているといえよう O
40 円光大学校のなかには、医学部・歯医学部・韓医学部・薬学部・韓薬学部などがある O 円光
大学校の東側に綜合病院の円光大学病院を円光医療院と呼ばれているが、ここには、医科・歯
科・韓方の病院がある D
41 この表現は、キリスト教はく愛の宗教〉で、あり、仏教はく慈悲の宗教>で、あり、儒教はく仁の宗
教>で、あるという考え方から発想した言い回しとしてよく使われている O
42 r円仏教教典JI大宗経J序品13章、円仏教正化社、 2ω6、98-99頁
43 r円仏教教典JI大宗経j序品13章、円仏教正化社、 2∞6、99頁
44 r円仏教教典JI大宗経j序品13章、円仏教正化社、 2006、9頁
45 r円仏教教典JI正典J第3修行編<第9章心告と祈祷>、円仏教正化社、 2006、77-78頁
46 r円仏教教典Jr正典j第3修行編<第9章心告と祈祷>、円仏教正化社、 2006、110頁
47 r円仏教教典Jr正典J第3修行編<第9章心告と祈祷〉、円仏教正化社、 2006、78頁
48 r円仏教教典Jr大宗経J第3弁疑品23章、 230頁
49 r円仏教教典Jr大宗経j第3弁疑品23章、 230頁
ω f円仏教教典Jr正典j第2教義編<第2章四恩>、円仏教正化社、 2006、25・36頁
一方、「父母被恩の綱領」の場合は、次のとおりである。
我々が父母からこうむった恩をたやすく悟ろうとするならば、まず、父母がなくてもこの世
に生まれることができただろうか。また、たとえ生まれたとしても、自力のない体が独りで養
育されただろうかと考えてみれば、誰でも不可能であることを認めるであろう。父母のないこ
の身体は、生まれることも養育されることも不可能だとすれば、そのような大恩はまたどこに
あるであろうか。おおよそ、人の生死は自然、の公道であり、天地の造化であるというべきであ
るが、無自力な者を生み育ててくださった恩と、人道の大義を教えてくださった恩とは、これ
すなわち父母から受けた大思なのである。
そして、「同胞被恩の綱領Jの場合は、次のとおりである D
我々が同胞からこうむった恩をもっともたやすく悟ろうとするならば、まず、すべからく人
間・禽獣・草木もないところで、ただ独り生きてゆくことができるだろうかと考えてみるべき
である。然らば、誰でも生きらかないということを容易に認めるであろう。もし、同胞の扶助
と頼りがなく、同胞の供給がなくては生きられないとするならば、そのような大思がまたどこ
にあるだろうかロおおよそ、この世には士・農-工・商などの四つの生活綱領があり、人々は
各々その綱領となる職業のもとに活動して、各自の所得をもって色々な物資を互いに交易する
時、ひたすら自利利他になるよう助け合って互いに恩をこうむるであろう D
最後に、|¥法律被恩の綱領jの場合は、次のとおりであるD
我々が、法律より受けた恩をもっともたやすく悟ろうとするならば、個人において修身の法
律と、家庭において斉家の法律と、社会において社会を治める法律と、国家において国を治め
る法律と、世界において世界を治める法律がなくとも、はたして我々は安寧秩序を維持して行
くことができるであろうかをみるべきである O しからば、不可能であることを誰でも認めるだ
ろう o 法律がなければ生きられないとすれば、そのような大恩がまたどこにあるだろうか。
おおよそ、法律というのは、人道正義の公正な法則をいうのであって、人道正義の公正な法
則は個人に適用すれば個人が助けを得るであろうし、家庭に適用すれば家庭が助けを得るであ
ろうし、社会に適用すれば社会が助けを得るであろうし、国家が助けを得るであろうし、世界
に適用すれば世界が助けを得るであろう D
一方、「天地の報恩の綱領jは、少太山の言行録といわれる『円仏教教典jの「大宗経j第3弁疑
品24章を通して具体的に説明されている点だけは明らかにしておきたい。
51 r円仏教教典jの「正典j第2教義編<第2章四恩>、円仏教正化社、 2006、30-37頁
一方、「父母被恩の条目jの場合は、次のようである O
1)父母のいますことにより、万事・万里の根本になるこの身を得たのである。
2)すべての愛を尽し、あらゆる苦勢を忘れ、自力を得るまで養育し保護してくださったので
ある O
3)人としての義務責任人類社会一員になるよう導いてくださったのである。
そして、「同Jj包被恩の条目Jの場合は、次のようである O
1)士は、学習と研究をなし、あらゆる学と政治を施行して我々を指導教育する。
2)農は、作物を栽培して、我々の衣食の原料を提供する。
3)工は、各種の物品を製造して、我々の住居と必需品を供給する o
4)商は、各種の物資を交易して、我々の生活に便利を与える O
5)禽獣草木に至るまで、我々の助けとなるのである。
最後に、「法律被恩の条目jの場合は、次のようである O
1)時代に応じて聖人がたが現われて、宗教と道徳をもって我々に立たしい道をふむように導
いてくださる
2)士・農・工・商などの各機関を設置して指導、奨励に力を尽し、我々の生活をまっとうさ
せ、知識をj函養するようにする O
3)是非と利害を区分して、不義をいましめ、正義をすすめ、安寧秩序を維持して、我々をし
て安全に暮すようにする。
52 r円仏教教典j，-正典j第2教義編<第2章1m恩>、円仏教正化社、 2006、28-37頁
まず、「父母:背恩」の場合は、次のとおりである。
父母に対する被恩・報思・背恩をわきまえることができないことと、たとえわきまえること
ができていても、報恩は実行がともなわないのをいうのである。
次に、「同胞背恩」の場合は、次のとおりである O
同胞同胞に対する被恩・報恩-背恩をわきまえることができないのと、たとえわきまえるこ
とができていても報患の実行がともなわないのをいうのである O
最後に、「法律背思」の場合は、次のとおりである O
法律に対する被恩-報恩・背思をわきまえることができないのと、たとえわきまえることが
できていても、報思の実行がともなわないことをいうのである O
53 円仏教の数多い教徒たちがいくら‘円仏教'そのものをく大道正法>として信じているとして
も、こういう傾向に向かっているのであれば、ともすると、亙俗人たちの‘祈福信仰'になる
傾向があるといえよう。
54 r円仏教教典Ji正典J第2教義編<第2章四恩>、円仏教正化社、 2006、28-38頁
まず、「父母報思の結果」の場合は、次のとおりである O
我々が父母に報恩すれば、自分はただ自分の父母に報恩をしたのであるが、世間はおのずと
自分を尊重するのであろう O 人の子孫たる者は、善悪を問わずみなその父母の行ないをみなら
うのが必然であろうから、自分の子孫をも、まさに自分の報恩する道を手本として、自分に対
して孝行を尽してくれるであろう D また、自力のない他人を保護してやった果報として、多生
にわたってたまたま自分の自力のない場合があっても、つねに大衆の助けをこうむるであろう。
そして、「同胞報恩の結果」の場合は、次のとおりである O
我々が同胞報思するならば、自利利他によって感化を受けたすべての同胞は、互いに愛し合
い楽しみ合って、自分自身も庇護と待遇を受けるであろう D また、個人と個人は愛し合い、家
庭と家庭はむつみ合い、社会と社会は相通じ、国家と国家は平和を保った結果、想像しえない
理想世界になるであろう O
しかし、もし世界の人類がみな報思者になれず、たまに背恩者の悪行によっておびただしい
同胞が苦海に陥るようになれば、世を救う聖者たちは慈悲方便を施して、道徳・政治または実
力を行使してまでも背恩の衆生を済度するのであろう O
最後に、「法律報恩の結果jの場合は、次のとおりである O
我々が法律の報恩をするならば、我々自身も法律の保護を受けて、次第に拘束をはなれて自由
を得るようになり、各自の人格も向上し、世の中も秩序がととのい、士-農・工・商はより発
達無上安集世界になるであろうし、また、法を定めた人と法をもって治める人の思に報いるこ
とにもなるであろう O
臼 {円仏教教典JI大宗経J第3教義品17章、 117-118頁
“ f円仏教教典JI正典j第3修行編<第9章心告と祈祷>、円仏教正化社、 2006、77-78頁
57 r円仏教教典JI正典j第2教義編<第2章12);1恩>、円仏教正化社、 2006、59頁
日 [円仏教教典JI大宗経」修行品7章、 137-138頁
59 r円仏教教典JI大宗経」序品6章、 99頁
ω このまま、団長とは、十人一団として構成された一つの団の“代表者"であるわけであるO
61 このまま、中央とは、十人一団として構成された一つの団の“副代表者"であるわけである。
62 彼ら八人と‘中央'の役割を担当するようになった宋套という一人をいれて、今日の円仏教
側はいわゆる‘九人先進'と呼んでいる O
